
平成31年度（令和元年度）
全国学力・学習状況調査の調査結果の活用に
よる指導改善に向けた説明会

令和元年10月24日(木）
県立教育研究所

小学校の部



本日の内容

１．全国学力・学習状況調査の目的について

２．奈良県の調査結果とその特徴について
（１）教科に関する調査結果

（２）教科に関する調査の内容

（３）質問紙に関する調査結果

３．レーダーチャートについて

４．先生方にお願いしたいこと



１．全国学力・学習状況調査の目的について

奈良県教育委員会



２．奈良県の調査結果とその特徴について



平成31年度全国学力・学習状況調査の結果（教科）

○小学校においては、全国平均正答数を国語で0.５ポイント、算数で
０.１ポイント下回った。

○中学校においては、国語、数学、英語の全ての調査において、全国
平均正答数を0.1ポイント下回った。

（１）教科に関する調査結果

奈良県教育委員会



（１）教科に関する調査結果

国語及び算数・数学の平均正答率の全国平均との差

奈良県の児童生徒の学力は、相対的に下降傾向にある。

小 学 校 中 学 校

※ 平成29年度以降、各都道府県の平均正答率が整数値で公表されるようになったため、
平成29年度以降の数値については±0.5ポイント程度の誤差があります。
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（２）教科に関する調査の内容
平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【小学校 国語】より

調べたことを報告する文章を書く（「公衆電話」）
出題の趣旨

１

設問三 目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く
ことができるかどうかをみる。

奈良県教育委員会



（２）教科に関する調査の内容

全国
正答率 28.8％
無回答率 3.8％
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○調べて分かった事実から、自分の考えを支えるものとしてふさわしいものを取り
上げ、自分の考えとの関係を十分に捉えて書くこと。

○調べた目的と、調べた結果に基づく自分の考えとがずれることのないよう、自分
の考えを確かめながら書くこと。

奈良県
正答率 27.3％
無回答率 4.6％

平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【小学校 国語】より

学習指導要領における領域・内容
〔第５学年及び第６学年〕
Ｂ 書くこと
ウ 事実と感想、意見などとを区別
するとともに、目的や意図に応じ
て簡単に書いたり詳しく書いたり
すること。

学習指導に当たって

奈良県教育委員会



（２）教科に関する調査の内容
平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【小学校 算数】より

計算の仕方の解釈と発展的な考察
（計算の工夫）
出題の趣旨

３

設問(２) 示された計算の仕方を解釈し、減法の場
合を基に、除数に関して成り立つ性質を言
葉を用いて記述できるかどうかをみる。

奈良県教育委員会



（２）教科に関する調査の内容
平成31年度全国学力･学習状況
調査問題【小学校 算数】より

学習指導要領における領域・内容
〔第３学年〕Ａ 数と計算

(2) 加法及び減法の計算が確実にできるようにし、それら
を適切に用いる能力を伸ばす。
ウ 加法及び減法に関して成り立つ性質を調べ、それを

計算の仕方を考えたり計算の確かめをしたりすること
に生かすこと。

〔第４学年〕Ａ 数と計算
(3) 整数の除法についての理解を深め、その計算が確実に

できるようにし、それを適切に用いる能力を伸ばす。
エ 除法に関して成り立つ性質を調べ、それを計算の仕

方を考えたり計算の確かめをしたりすることに生かす
こと。

全国
正答率 31.1％
無回答率 10.8％

奈良県
正答率 29.5％
無回答率 13.7％

わられる数とわる数に同じ数をかけても、わられる数と
わる数を同じ数でわっても、商は変わりません。

（正答例）

○商が同じになる幾つかの除法の式を基に、除法に関して成り立つ性質を見いだす
活動が考えられる。その際、被除数と除数や、商について、適用する数の範囲を
広げていきながら、見いだしたことが他の数値の場合でも成り立つかどうかを確
かめることができるようにすることが大切。

学習指導に当たって

奈良県教育委員会



ア 学習意欲に関する状況

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県の児童の学習意欲は、わずかずつ上昇している。
また、全ての質問項目で、前回より肯定的な回答の割合が上昇してい
る。

学習意欲に関する各質問項目に
肯定的な回答をした児童の割合の推移

国 語 算 数

※ 平成30年度は、算数・数学の学習意欲のみ。
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イ 規範意識に関する状況

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県の児童生徒は、規範意識に関する質問について、いずれも９割以
上が肯定的に回答している。

小 学 校 中 学 校

規範意識に関する各質問項目に
肯定的な回答をした児童生徒の割合の推移
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ウ 学習意欲と「学校が楽しい」

奈良県の結果と全国平均との比較

（３）質問紙に関する調査結果

「学校が楽しい」と回答している児童生徒の割合は、全国平均に比べて
わずかに低い状況である。

小 学 校

中 学 校

奈良県教育委員会



ウ 学習意欲と「学校が楽しい」

【学校が楽しい】と【教科の勉強が分かる】のクロス集計結果

（３）質問紙に関する調査結果

「学校が楽しい」と回答している児童ほど「教科の勉強が分かる」と回答している。

奈良県教育委員会
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ウ 「教科の勉強が分かる」と主体的な学び

【教科の勉強が分かる】と【主体的な学び】のクロス集計結果

（３）質問紙に関する調査結果

「教科の勉強が分かる」と回答している児童ほど、「５年生までに受けた授
業では、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う」について肯定的に回
答している。

奈良県教育委員会
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ウ 「教科の勉強が好き」と対話的な学び

【教科の勉強が分かる】と【対話的な学び】のクロス集計結果

（３）質問紙に関する調査結果

奈良県教育委員会

19.5 

14.6 

20.2 

38.9 

23.2 

35.7 

48.9 

43.8 

29.5 

38.5 

26.0 

13.9 

27.8 

11.2 

4.9 

3.4 

分からない

どちらかといえば、分からない

どちらかといえば、分かる

分かる小学校 国語

18.7 

15.0 

21.4 

35.9 

28.4 

40.9 

49.2 

43.6 

30.5 

35.7 

24.7 

16.5 

22.3 

8.5 

4.7 

4.1 

分からない

どちらかといえば、分からない

どちらかといえば、分かる

分かる

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

小学校 算数

「教科の勉強が分かる」と回答している児童ほど、「話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていたと思う」につ
いて肯定的に回答している。



５年生までに受けた授業では、課題の解決に向け
て、自分で考え、自分から進んで取り組んでいた
と思いますか。

エ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

学校での学習状況と平均正答率のクロス集計結果

「主体的に学習している」 「対話的な学習活動をしている」と回答した児
童ほど、各教科の平均正答率が高い。
→主体的・対話的な学習活動が有効である。

（３）質問紙に関する調査結果
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オ 学習習慣等に関する状況

（３）質問紙に関する調査結果

学習時間について、二極化の傾向にある。

授業時間以外での学習時間に関する質問項目における全国平均との比較

学校の授業時間以外に、普段（月～金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をし
ますか。
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オ 学習習慣等に関する状況

（３）質問紙に関する調査結果

読書時間について、全国平均との比較では、「全くしない」と回答した
児童の割合が大きい。

授業時間以外での読書時間に関する質問項目における全国平均との比較

学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、読書をしますか。
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「先生はよいところを認めてくれている」に肯定的に回答した児童ほど自
己肯定感が高い。

カ 自己肯定感

（３）質問紙に関する調査結果
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「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」と「自分にはよいところがあると思う」

自己肯定感に関するクロス集計結果



３．レーダーチャートについて



国語の正答率が8割以上、３割以下
算数・数学の正答率が８割以上、3割以下
書くこと、読むことに関する設問の正答率

小学校 中学校

各学校の状況を把握した上で、今後の指導改善に役立てていただきたい。

奈良県教育委員会



１．国語の勉強が好き ～ １１．読書をする時間

小学校 中学校

奈良県教育委員会



１．学校のきまり(規則)を守る ～ ７．地域の行事に参加している

小学校 中学校

奈良県教育委員会



４．先生方にお願いしたいこと

奈良県教育委員会

１ 「学校に行くのは楽しいですか」等、学校適応に関する質問紙調査の結
果を児童理解につなげ、必要な手立てを講じること。

２ 無解答から見られる個別の実態や全体の状況を把握・分析し、必要な
手立てを講じること。

３ 学力調査の結果を活用して、授業改善や指導改善に努めること。

４ 普段の学習指導を通じて子どもたちに身に付けさせたい資質・能力の
育成が図ることができたかどうかを、学力調査問題の活用等を通じて見
取ること。



26

報告書の活用 出題の趣旨

学習指導要領の
学年・領域・内容

26

報告書や授業アイディア例を活用し、授業改善のヒントに！
「報告書」は、http://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/index.html
「授業アイディア例」は、http://www.nier.go.jp/jugyourei/index.htm からダウンロードできます。

奈良県教育委員会


